
個別施設計画一覧表（トンネル） 19 20 19 20

点検実施（和暦） 区分 分類 概要（数量） 分類 概要（数量） 点検計画̲2025 対策費用 点検計画̲2026 対策費用 点検計画̲2027 対策費用 点検計画̲2028 対策費用 点検計画̲2029 対策費用 点検計画̲2030 対策費用 長寿命化計画の内容 対策費用 点検を実施しない理由

1 1 J-16 藤井4号線 １級路線 新府トンネル 藤井町駒井字天神前 地内 不明 不明 92.4ｍ 3.5ｍ
左 0ｍ
右 0ｍ

左 0.25ｍ
右 0.25ｍ

4.0ｍ 367.50ｍ2 3.80ｍ 内装なし（覆工） アスファルト 無 無 無 無 無 無 無 無 無 R5 令和5年12月5日 Ⅱ 予防保全段階

トンネルの機能に支障が生
じていないが、予防保全の
観点から措置を講じること
が望ましい状態。

前回点検後にはく落防止対策として塗布型の補修が行われている。補修に伴い前回の指摘事項である
豆板やコールドジョイント周辺部、並びに水平打継ぎ目に施された目地モルタルやその周辺のうきや
はく離箇所は補修されたため状態が改善してる。
同様に横断目地周辺のうき、はく離箇所に関しても同様の補修がされていた為状態が改善している。
補修を行った事によりうき、はく離の範囲拡大は見られなかった。しかし、補修箇所の打音検査時
に、うき自体は確認されており今後補修材の経年劣化により状態に変化が現れる可能性もあるため進
展の有無は確認していく必要がある。
アーチ天端付近の軸方向のひび割れに関しては補修され進展も見られなかったが、外力に起因する可
能性もある為引き続き状態の変化に関しては次回点検時等に確認していく必要がある。
路面に関しては、トンネル全体的にひび割れ箇所があり、凹凸のある箇所も見受けられる。前回の指
摘事項にあげており舗装の更新時期である。

点検 舗装 令和１０年度 0 中 令和４年度〜 補修 トンネル内面補修 1.298 令和5年12月5日 Ⅱ 定期点検 1.632 5年に1回の定期点検を行う。 1.6 5年に1回の定期点検を行う。

2 2 E-6 穴山1号線 １級路線 穴山随道 穴山町字下新田 地内 1976 49 47.9ｍ 4.1ｍ
左 0ｍ
右 0ｍ

左 0.25ｍ
右 0.25ｍ

4.6ｍ 219.88ｍ2 4.50ｍ 内装なし（覆工） アスファルト 無 無 無 無 無 無 無 無 無 R5 令和5年12月4日 Ⅱ 予防保全段階

トンネルの機能に支障が生
じていないが、予防保全の
観点から措置を講じること
が望ましい状態。

前回点検後にはく落防止対策として塗布型の補修が行われている。補修に伴い前回の指摘事項である
豆板やコールドジョイント周辺部、並びに水平打継目に施された目地モルタルやその周辺のうきやは
く離箇所は補修がされた為状態は改善している。同様に横断目地周辺のうき、はく離箇所に関しても
同様の補修がされている為状態が改善している。補修によりうきやはく離の範囲拡大は見られなかっ
た。しかし、補修箇所の打音検査時に、うき自体は確認されており今後補修材の経年劣化により状態
に変化が現れる可能性もあるため進展の有無は確認していく必要がある。
アーチ天端付近の軸方向のひび割れに関しては補修され進展も見られなかったが、外力に起因する可
能性もある為引き続き状態の変化に関しては点検時等に確認していく必要がある。前回点検時と同様
にアーチ上部では、トンネルの内空高不足により、車両衝突跡が顕在している（建築限界を超える車
両が通行していると思われる）。
今後補修箇所にも影響が出る可能性もある。そのため、内空断面を測定して、通行可能な車両高を定
めるとともに、通行規制が必要であると思われる。
路面に関しては、トンネル全体的にひび割れ箇所があり、凹凸のある箇所も見られたため舗装の更新

点検 舗装 令和１０年度 0 中 令和５年度〜 補修 トンネル内面補修 2.596 令和5年12月4日 Ⅱ 定期点検 1.632 5年に1回の定期点検を行う。 1.6 5年に1回の定期点検を行う。

3 3 U-8 穂坂89号線 その他路線 大穴随道 穂坂町三之蔵字柿原 地内 1983 42 127.4ｍ 6.3 ｍ
左 0ｍ
右 0ｍ

左 0.5ｍ
右 0.5ｍ

7.3 ｍ 930.02ｍ2 4.80ｍ 内装なし（覆工 アスファルト 無 LED燈 無 無 無 無 無 北杜市 202.6ｍ R5 令和5年12月6日 Ⅱ 予防保全段階

トンネルの機能に支障が生
じていないが、予防保全の
観点から措置を講じること
が望ましい状態。

前回点検後にはく落防止対策として塗布型の補修が行われている。補修に伴い前回の指摘箇所である
水平打継ぎ目に施された目地モルタルやその周辺のうきやはく離箇所は状態が改善してる。範囲拡大
や進展も見られない。
前回点検時に進展が確認できたスパンS034とS035の施工目地周辺アーチ部のはく離箇所も補修され
ており状態は改善している。
うきやはく離の補修箇所に関しては打音検査でうき自体は確認されており今後補修材の経年劣化に伴
い状態に変化が現れる可能性もある為引き続き状態の変化に関して点検時等に確認していく必要があ
る。
アーチ天端付近に生じていた軸方向のひび割れに関しても補修されており進展も見られなかったが外
心に起因する可能性もある為引き続き状態の変化に関して点検時等に各人していく必要がある。
路面に関しては道路鋲の欠損箇所が見られた。道路通行上の安全面を考え早急な対策が必要である。

点検 舗装 令和１０年度 0 中 令和５年度〜 補修 トンネル内面補修 3.894 令和5年12月6日 Ⅱ 定期点検 1.632 5年に1回の定期点検を行う。 1.6 5年に1回の定期点検を行う。
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